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２００８年（平成２０年）７月１７日 (木) 晴 第２１４９回（ 当年度第３回 ）例会
 
点 鐘               会  長  鈴木 健治君 
司 会               Ｓ Ａ Ａ   澤田 昌久君   
ロータリーソング               「我らの生業」 
              ソングリーダー  浅野 安郎君 
 
会長挨拶             会  長  鈴木 健治君 
 

フードバンク 

「フードバンク」と呼ばれる活動が広がっている。 

品質に問題がないのに、包装の不具合などで「売り物

にならない」と企業が廃棄する食品や飲料、家庭で余っ

ている賞味期限切れ前の食品などを集め、生活困窮

者に無償提供する取り組みだ。 

チャールズ・マクジルトンさんは平成３年、上智大学

の留学生として来日。米国で定着しているフードバンク

を思い立ち、１４年にＮＰＯ法人「セカンドハーベストジャ

パン」を設立。企業や農家などから缶詰やレトルト食品、

生鮮野菜・果物、ジュース、ベビーフードなどさまざまな

食品や飲料を無償で提供してもらい、仕分けして、児童

養護施設や高齢者施設などへ無償で届けている。 

フードバンクは米国で約４０年前に始まり、２００以上

の団体があるという。日本にはまだ浸透しておらず、 

「セカンドハーベストジャパン」の場合、食品を提供して

いる企業は約４０社。支援企業はほとんどが外資系

だ。 

  一般家庭からの持ち込みもあり、昨年は年間約３０

０トンの食品を集めた。提供先は首都圏を中心に全国

に約１３０施設ある。日本では毎日、消費に耐えうる食

料の３分の１が廃棄される一方で、安全で十分な栄養

を含む食料確保に欠ける生活者は６５万人以上いると

いう。お歳暮やお中元でもらった缶詰があるが、家族で

食べきれないとか、特売でまとめ買いしたお菓子が余

っているなど皆様のお宅はいかがでしょうか。 

 

 

幹事報告  ―別紙―      幹 事  庄田 元久君 

祝   福  ―別紙―    副委員長  稲山 赫己君 

出席報告               委員長  熊澤 治夫君 

   

会員数 出席者数 欠席者数 出席率 

５４名 ３５名 １９名 ７４．４７％ 

前々回（７月３日）欠席者数 ２名 
補正出席率  ９５．８３％ 

  
ニコボックス            副委員長  岩田 俊久君 

○ 各委員会の委員長さん年間計画報告、宜しくお願
い致します。 
鈴木 健治、尾関 憲市、庄田 元久、松井 智義各君 

○ 職業分類２年目です。今年もよろしくお願いします。

                        滝 勝夫君 

○ 職業奉仕委員会年間計画報告をさせて頂きます。

一年間よろしくお願い致します。   古田 嘉且君 

○ 本日卓話させて頂きます。よろしくお願いします。 

                       堀尾 庄一君 

○ 先週の土曜日、娘の結婚式を無事に挙げる事がで

きました。父親として感無量であると同時に、夫婦

仲良くやってくれる事を祈るばかりです。      

                       澤田 昌久君 

○ 社会奉仕委員会 年間計画を発表させていただき

ます。                   片平 博己君 

○ 本日、ＲＡＣ年間計画の報告をさせて頂きます。 
                       杦本 哲一君 

○ 各委員会委員長さん、本日の年間計画報告ご苦労
様です。  
岩田  俊久、佐藤 文彦、安藤 喜代司、      
松岡 一成、岩田 静夫 各君 
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卓話    「各委員会年間計画報告」 

職業分類委員会         委員長 滝 勝夫君 

安藤、樋江井両パスト会長と３人で職業分類委員会

を担当いたします。 

 クラブ細則第７条によりますと私の場合今年で最後の

任期となりますので、一年間宜しくお願い致します。 

さて、今年の計画ですが、クラブ計画書に記載したと

おり充填・未充填どちらにつきましても調査・検討の結

果、分類表の職業の変更の必要はないと判断いたしま

した。但し、新入会員候補者の申告された職業が未充

填分類表に該当するものが無い場合は、その職業を未

充填分類表に新たに追加して審査することを理事会で

ご承認いただいております。会員増加が職業分類の増

加に繋がると言う望ましい会員増強に向けて関連の委

員会と緊密な連帯を保つよう務めます。 
 
 
Ｒ情報委員会      委員長 森 弘好君 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本年度、ロータリー情報委員会は安藤喜代司君、 

杉浦賢二君とで務めさせていただきます。 

私共の委員会は、クラブフォーラムの時間を２回頂

いておりますので、１回を本年度ガバナーの重点事項

の一つであるロータリーの綱領の再認識と、当クラブ会

長方針の基本理念の再認識と言う事で、ロータリーの

綱領の勉強会として斉藤パストガバナーを講師にお願

いしてあります。 

もう１回は、ＲＩ及び地区の新しい情報があれば皆様

に、お知らせする時間に当てたいと考えています。 

その他に付いてはクラブ計画書通りに進めさせてい

ただきますので、１年間よろしくお願い致します。 

職業奉仕委員会        委員長 古田 嘉且君 

  

本年度、職業奉仕委員会は、早川正輝さん、鈴木

梶三郎さんと私、古田嘉且の３人で務めさせて頂きま

す。よろしくお願い致します。 

「手続要覧」によれば、職業奉仕とは、あらゆる職業

に携わる中で、奉仕の理想を生かしていくことを、ロー

タリーが育成、支援する方法である。 

また、その目的は、 

１）  あらゆる職業において最も高度の道徳的

水準を守り、推進すること 

２）  あらゆる有用な職業の社会に対する価値を

認めること 

３）  自己の職業上の手腕を社会の問題やニー

ズに役立てること 

と、規定されています。 

そこで、例年通りの委員会活動を踏まえ、今年度も、

会員の成人病検診と事業所訪問例会を計画していま

す。 

会員の成人病検診は、今年度も安藤正英先生にお

願いし、１０月３０日を予定しています。ロータリーの友

２００８年１月号にも紹介された、当クラブの代表的事

業の１つでもありますので、健康管理の為にも、是非

全員の方に受診して頂きたいと思います。 

また、事業所訪問例会は、２月に予定しています。 

ところで、昨今世間を騒がすような企業の不祥事が

続出しています。職業を通じて社会に奉仕することを

忘れて、自分の利益を優先するところから数々の不祥

事が起こります。職業奉仕は、アーサー・フレデリック・

シェルドンが提唱した考え方を、ロータリーが受け入れ

た、他の奉仕団体には存在しない独自の奉仕理念で

す。 

これは、自らが儲けるために職業に就いているとい

う考えを捨てて、顧客の満足度を最優先しつつ、自ら 

の職業を通じて他人に奉仕するという考え方で事業を

営めば、結果的に、高い職業倫理のもと、その事業所

は継続的に発展していくという理念です。 

  一方で、昨今のロータリーの世界的な流れを見ると、

職業奉仕の理念が失われてボランティア団体に移行

しようという傾向が強く感じられますが、ロータリーの

原点であり、ロータリー運動の根幹である、職業奉仕

の理念と実践のお助けが出来るよう、務めていきたい

と思っていますので、よろしくお願い致します。 




